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１．委託事業の内容

超高温極限環境用材料に関する調査研究

従来まだ実現していない石炭を燃料とするガスタービン・スチームタービン複合発電によ

る超高効率発電システムの開発には材料がキーテクノロジーとされ、その使用環境は極めて

過酷であり、耐熱性、耐食性共に優れた材料の開発が待たれている。

そこで各種発電システムの現状と材料に対する要求特性を調査すると共に、セラミックス

系複合材料を主な対象にとりあげ、その製造技術、材料への要求性能、設計システム、材料

の評価法について調査した。

高温極限環境で稼働している実プラントの調査により材料要求される所要特性を把握した。

この成果を踏まえて現用の高温耐食材料の今後解決されるべき課題を広範な視点から抽出し

た。

高温極限環境用材料として要求される将来の超高効率発電設備などの開発に必須の高性能

化新材料の開発に明確な指標を与える今回の調査結果に基づいて、効率的な材料開発が可能

となるものと期待される。

２．調査研究報告書の概要

エネルギー資源の節約とその効率的な利用、さらには環境負荷の低減は現在の大きな技術課

題である。その大きな部分を占める発電システムの効率向上の最も効果的な方法は燃焼温度を

上げることにあるとされている。このため、材料の使用条件はますます過酷な極限環境へと移

行しつつあり、すぐれた高温強度と高温耐食性を兼ね備えた超高温極限環境用材料の開発が必

要であり、高融点金属や、セラミックス及びそれらの複合材料が候補材料として注目されてい

る。

ここに、各種発電プラントの稼働条件、現在使用されている材料とその問題点、候補材料の

、 。具備すべき特性を明確にし 材料開発の目標を明らかにすることは意義深いものと考えられる

同時に、製造ブロセス、評価技術、構造設計手法などについて、国内外の最新の技術動向を把

握することも重要である。

本報告書は、以上の背景を踏まえ、超高温極限環境で使用される材料の動向、今後の検討課

題などについて、大学、国研、企業の研究者からなる調査委員会で実施した、調査・検討結果

をまとめたものである。
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第１章 超高温極限環境とはどんな環境か？

今なぜ超高温極限環境か？

また、超高温極限環境用材料とは？

第２章 高温極限環境下で稼働している

実プラント

プラントの と実稼働条件、design criteria

将来動向にも触れる。
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第３章 高温極限環境用材料の使用環境と

要求特性

プラント別・機器別材料の設計基準と使用環境

超高温ガスタービン用材料3.1

石炭（及び低品位石油）燃焼ガスタービン用3.2

材料
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第４章 超高温極限環境下で使用し得る

候補材料と検討課題

どんな候補材料が考えられるか、

適用に当たっての問題点は？

金属系材料4.1

4.1.1IMC

高融点金属系材料（ 系）4.1.2 Nb

セラミックス系材料4.2

( )Particle, Whisker,ContinuousFiber

4.2.1 CMC酸化物系

4.2.2 CMC炭化物系

4.2.3 CMC窒化物系
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第５章 候補材料のプロセス設計と検討課題

特定の目標値を達成する技術、高性能化特性を連

続制御するプロセス技術

（含繊維、マトリックス）5.1Precursors

強化繊維の高性能化5.2
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接合技術5.7

検討課題5.8
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どんな評価技術が検討されているか？

その設計基準と特性データは？

評価技術、検査技術6.1

セラミックス基複合材料6.1.1

強化繊維（ヤーン等）6.1.2

切欠き感受性6.1.3
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6.1.6NDE
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検討課題6.6
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